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世帯数　　53,893世帯(前月比58世帯川）

人　ロ　　168,272人(前月比267人増）

　　男　　83,417人

　　女　　84,855 人
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市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
市
立
幼
稚
園
を
現
在
の
八
園
か
ら
四
園
と
し
、

全
園
で
二
年
保
育
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
立
幼
稚
園
の
二
年
保
育
に
つ
い
て
は
、
五
十

九
年
六
月
の
就
学
前
教
育
問
題
懇
談
会
の
提
言
に
基
づ
き
、
大
十
年
度
か
ら
大
久
保
・
東
宇
治

の
二
園
で
、
二
年
間
の
試
行
を
実
施
。
六
十
二
年
度
か
ら
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
総
合

計
画
の
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
「
公
立
幼
稚
園
の
適
正
配
置
・
適
正
規
模
化
」
や
同
懇
談
会
の

提
言
に
則
し
、
市
議
会
九
月
定
例
会
に
上
程
。
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、
実
施
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
二
面
に
関
連
記
事
）

　
本
市
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
か

ら
五
十
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、

高
度
経
済
成
長
に
端
を
発
す
る
住

宅
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
人
口
が
急
増

そ
れ
に
伴
ラ
幼
児
や
児
童
数
の
増

加
で
、
小
‘
・
中
学
校
は
も
と
よ
り
、

幼
稚
園
な
ど
の
建
設
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
五
十
四
年
を
ピ
ー
ク

に
幼
児
数
は
年
々
減
少
。
各
幼
稚

園
共
、
定
数
割
れ
が
生
じ
る
ぷ
つ

に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
一
方
、
高

進
学
・
高
学
歴
化
な
ど
、
近
年
の

社
会
情
勢
の
変
化
で
、
新
た
な
幼

児
教
育
の
振
興
と
充
実
が
叫
ば
れ

る
ぶ
つ
に
も
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
広
い
視
野
か

ら
見
た
今
後
の
幼
児
教
育
の
あ
り

方
を
探
る
た
め
、
五
十
八
年
七
月

に
「
宇
治
市
就
学
前
教
育
問
題
懇

談
浙
を
設
置
。
懇
談
会
は
、
知
識

経
験
者
、
公
私
立
幼
稚
図
長
・
保

育
所
長
・
小
学
校
長
の
代
表
、
行

政
機
関
の
職
員
な
ど
、
十
二
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
懇
談
会
の

　
　
提
言
を
尊
重

　
懇
談
会
で
は
、
就
学
前
教
育
（
施

設
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
的
な
観
点
か
ら
研
究
・
検
討
が

重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一

年
間
に
渡
り
延
べ
十
三
回
の
会
合

を
開
き
、
慎
重
な
審
議
を
経
て
五

十
九
里
八
月
、
教
育
委
員
会
に
対

し
て
次
の
ぶ
つ
に
提
言
。
主
な
内

容
は
、
①
市
立
幼
稚
園
で
二
年
保

育
を
行
弥
必
要
が
あ
る
こ
と
・
由

二
年
の
試
行
期
間
を
設
け
、
二
園

で
行
う
こ
と
剛
他
園
で
の
実
施
に

つ
い
て
は
試
行
の
結
果
に
よ
り
、

近
接
す
る
園
の
統
廃
合
を
含
め
て

検
討
す
る
こ
と
②
保
護
者
負
担
の

公
私
間
格
差
是
正
を
検
討
す
る
こ

と
③
保
育
所
の
問
題
（
長
時
間
保

▲スタート前の緊張の一瞬。大勢の中で子どもたちは、スク

　スク育つて行きます（昨年10月22日、市立幼稚園大会で）

育
・
民
間
へ
の
助
成
措
置
の
改
善
・

幼
保
一
元
化
）
に
つ
い
て
は
、
今

後
更
に
検
討
す
る
こ
と
④
障
害
児

保
育
は
、
障
害
児
の
発
達
を
促
進

す
る
た
め
の
措
置
が
必
要
で
あ
る

こ
と
Ｉ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
提
言
の
趣

旨
を
十
分
に
尊
重
。
六
十
年
度
か

ら
二
年
間
の
期
限
で
、
東
宇
治
・
大

久
保
幼
稚
園
の
二
園
を
対
象
に
、

二
年
保
育
を
試
行
し
て
い
毒
丁
。

　
そ
し
て
、
家
庭
で
教
育
を
受
け

て
い
る
四
歳
児
へ
の
、
よ
昨
禿
実

し
た
幼
児
教
育
の
必
要
性
と
、
幼

児
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

集
団
か
基
盤
と
し
て
行
わ
れ
る
べ

T
京
都
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
の
未
来
君
も
登
場
。

　
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
さ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

き
幼
児
教
育
の
意
義
政
宙
え
、

私
立
を
含
め
た
幼
稚
園
や
保
育
所

の
全
市
的
な
配
置
バ
ラ
ン
ス
、
市

立
幼
稚
園
の
施
設
能
力
な
ど
を
総

合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
市
立
幼

稚
園
の
廃
園
と
二
年
保
育
の
本
格

実
施
な
ど
の
方
針
を
決
定
。

　
こ
の
方
針
に
従
っ
て
、
現
在
八

園
の
市
立
幼
稚
園
の
内
、
四
園
（
尾

道
・
椛
島
・
伊
勢
田
・
平
盛
）
は
廃

園
に
。
存
続
の
四
園
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
園
で
二
年
保
育
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
6
2
年
度
ま
で
に

　
跡
地
利
川
を
決
定

　
本
市
で
は
、
公
共
施
設
の
建
設

二言
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第5回市民スポーツまつり

いい汗流して

　　さわやかな秋

太陽が丘へ8400人

　
体
育
の
日
の
十
月
十
日
、
午
前
十
時
か

ら
府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
（
太
陽
が
丘
）

で
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
肛
が
開
催
。
。

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
は

い
え
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
絶
好
の
気
象
条
件

で
、
老
若
男
女
合
わ
せ
て
約
八
千
四
百
人

の
市
民
が
参
加
。
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た

陸
上
競
技
場
で
は
、
垂
直
跳
び
や
ジ
グ
ザ

グ
ド
リ
ブ
ル
な
ど
を
行
ラ
体
力
診
断
、
そ

し
て
健
康
相
談
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
、
家

族
リ
レ
ー
に
、
親
子
連
れ
ら
か
次
々
と
挑

戦
。
各
会
場
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
五
回
目
を
数
え
る
市
民
ス
ポ
ー

ツ
ま
つ
り
も
、
今
で
は
す
っ
か
り
市
民
の

間
に
定
着
し
て
来
ま
し
た
。

647

な
ど
に
際
し
て
は
、
「
緑
豊
か
な
住

み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」

づ
く
り
の
理
念
の
下
に
、
新
し
い

地
域
社
会
を
形
成
す
る
施
設
の
重

点
的
配
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
廃
園
す
る
四
園
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
社
会
教
育

や
福
祉
的
機
能
を
主
と
し
た
複
合

的
施
設
②
青
少
年
の
健
全
育
成
と

児
童
文
化
活
動
な
ど
の
拠
点
と
し

て
の
施
設
③
障
害
者
の
社
会
参
加

に
必
要
な
社
会
福
祉
の
拠
点
と
し

て
の
施
設
－
な
ど
へ
の
利
用
を
検

討
。
今
後
は
六
十
二
年
度
に
向
け
、

各
園
ご
と
の
利
用
計
画
を
具
体
化

す
る
考
え
で
す
。

▲公立保育所

△民間保育所○私立幼稚園など
至城陽市

● - - ■ ■ －

申し込みは

　　10月23日・24日

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
市
立
幼

稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
対
隼
：
１
　
１
年
保
育

（
５
歳
児
て
昭
和
5
6
年
４
月
２

日
1
5
7
年
４
月
１
日
に
出
生
の

幼
児
Ｏ
２
年
保
育
（

４
歳
児
）
エ
ｏ
年
４

月
２
日
～
5
8
年
４
月

１
日
に
出
生
の
幼
児

（
申
し
込
み
日
現
在
、

保
護
者
と
共
に
市
内

に
居
住
し
て
い
る
こ

と
）
▼
募
集
園
名
・

募
集
人
数
…
下
表
の

と
お
り
▼
入
園
願
書

の
交
付
…
一
…
…

　　
月
2
1
日

㈹
～
2
4
日
倒
ま
で
に
、

入
園
希
望
の
幼
稚
園

で
交
付
▼
申
し
込
み

受
け
付
け
・
・
・
４
歳
児

募集園名と募集人数

・
５
歳
児
共
、
幼
児
を
同
伴
し
、

入
園
願
書
を
希
望
ず
る
幼
稚
園

へ
。
1
0
月
2
3
日
俐
、
2
4
日
出
の

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時
。

応
募
者
数
が
募
集
人
数
に
満
た

な
か
っ
た
場
合
は
、
引
き
続
き

受
け
付
け
毒
了
▼
入
園
許
可
・
・
・

応
募
者
数
が
募
集
人
数
聚
上
回

っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
。

入
園
許
可
書
は
、
後
日
保
護
者

に
郵
送
（
保
育
料
や
諸
費
に
つ

い
て
は
、
入
園
説
明
ら
一
で
説
明
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
学
校
教
育
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
、
ま
た
は

各
園
（
保
育
時
間
の
関
係
上
、

な
る
べ
く
午
後
に
）
へ
。

　
な
お
、
廃
園
地
域
か
ら
の
五

歳
児
の
通
園
に
つ
い
て
は
、
一

年
間
に
限
り
、
車
を
運
行
し
ま

す
（
一
定
地
点
か
ら
幼
稚
園
ま

で
）
。
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

圃も
募集人数

所　在　地 電話
4歳児 s歳児

大久保 35 ※45 大'a傑町山ノ内３41－7224

神　明 35 80 宇治野神57 22－0495

東宇治 35 ※45 五ヶ庄梅林官有地 31－8259

私幡 35 80 木幡檜尾47－1 32－9439

※大久保と束宇治の5歳児は80 Aですが、この内35 入

　は2年保介からの進級のため。

来
春
か
ら
（
大
久
保
・
神
明
　
東
宇
治
・
木
幡

）
幼
稚
園
で

廃
園
跡
地
は
新
し
い
公
共
施
設
に

市立幼稚園　2年保育を本格実施

市立幼稚園児を募集

保育所・幼稚園などの市

内配置図（62年度）
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
現
状
と
課
題
を
総
合
的
に
検
討
を
重
ね
て
来
ま
し
た

自
Ｉ
自
－
―
―
―
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－
－
－
－
－
－
－
－
－
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ｌ
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－
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1
－
－
自
自
自
１
－
１
１

地
域
性
（
私
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
設
置
状
況
な
ど
）
、

－
自
Ｉ
自
自
1
1
1
1
1
－
１
１
－
－
－
1
1
1
1
1
1
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｀

を
総
合
的
に
検
討
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｊ
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‐
‐
‐
い

全
市
的
な
バ
ラ
ン
ス
、
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
四

▲折り紙を作る園児（10月13日、東宇治幼稚園で）

　
幼
児
期
は
、
心
身
が
著
し
ぐ
発

達
す
る
時
期
で
あ
り
、
環
境
と
の

か
か
わ
り
に
お
い
て
多
様
に
変
容

す
る
重
要
な
時
期
で
す
。

　
子
μ
も
の
成
長
に
は
多
く
の
幼

児
と
の
触
れ
合
い
が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
、
幼
児
集
団
の
中
で
、
集

団
と
集
団
が
、
個
人
と
集
団
が
互

い
に
影
響
見
品
な
が
ら
育
つ
場

と
し
て
幼
稚
園
が
重
要
な
位
置
を

占
め
る
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
幼
稚
園
の
規
模
と
し

て
は
、
一
ク
ラ
ス
の
園
児
数
が
三

十
五
人
か
ら
四
十
人
位
で
、
複
数

の
ク
ラ
ス
が
あ
っ
た
方
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
な
ぞ
。

　
市
立
幼
稚
園
が
こ
の
ま
ま
で
は
、

こ
の
よ
之
集
団
が
形
成
さ
れ
な

い
た
め
に
、
集
団
か
基
礎
と
し
て

行
わ
れ
る
幼
児
教
育
の
効
果
が
望

め
な
い
こ
と
に
な
っ
て
来
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど

　
　
　
市
内
で
４
０
力
所

　
市
内
に
は
、
就
学
前
教
育
施
設

と
し
て
の
公
私
立
幼
稚
園
・
保
育

所
な
芦
ぷ
四
十
ヵ
所
あ
り
ふ
子
。

　
・
そ
の
四
・
五
歳
児
の
定
員
数
は

五
千
九
百
七
十
五
人
で
、
昭
和
六

十
一
年
五
月
現
在
の
四
・
五
歳
児

の
合
計
人
数
は
四
千
三
百
六
十
一

人
と
な
っ
て
お
り
、
全
員
の
就
園

が
可
能
で
す
。

　
幼
稚
園
（
公
私
立
）
だ
に
限
っ

て
み
れ
ば
、
四
・
五
歳
児
の
定
員

市
立
幼
稚
園
八

く
）
で
、
全
員
入
園
し
た
と
し
て

も
な
お
余
裕
が
あ
り
、
施
設
の
余

剰
は
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
市
立
の
就
園
児
数

　
　
　
　
1
/
3
％
に
減
少

　
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
、
市
立

幼
稚
園
児
も
エ
八
十
九
人
が

就
園
し
て
い
ま
し
た
が
、
五

歳
児
総
数
の
急
減
に
よ
っ
て
、

今
年
度
に
は
三
百
三
十
人
と

な
り
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
約

三
分
の
一
に
ま
で
激
減
し
ま

し
た
。

　
更
に
、
今
後
も
減
少
碩
向

が
続
き
、
増
加
は
見
込
め
な

　
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
、
定
員

奢
足
率
（
定
員
に
対
す
る
就
園
児

数
の
割
合
）
が
九
十
二
Ｉ
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
ほ
ぽ
満
員
に
近
い
状

態
で
し
た
。
今
年
度
は
定
員
奢
足

率
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、

保
育
室
石
八
園
三
十
七
堅
の
う
ち

二
十
二
室
は
空
室
に
な
っ
て
い
ま

す
。

市
立
幼
稚
園
児
一
人
の
経
費
は
約
5
1
万
円

　
市
立
幼
稚
園
児
一
人
当
た
り
の

必
要
経
費
は
、
昭
和
五
十
四
年
度

で
約
十
七
万
一
八
千
円
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
六
十
年
度
に
は

五
十
一
万
八
千
円
と
、
約
三
倍
の

増
加
と
な
っ
て
い
‘
’
チ
。

　
公
費
（
税
金
）
の
効
率
的
な
行

財
政
運
営
の
面
か
ら
も
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
改
善
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

5歳児の就園状況の推移

~へ
心

へW~-
べＷ/

へ
私立幼稚園--～～

二
年
保
育
の
重
要
性

よ
り
充
実
し
た
幼
児
教
育

　
今
日
の
核
家
族
化
や
少
子
化
の

進
行
と
共
に
、
幼
児
の
社
会
性
の

m
が
濯
れ
て
来
て
い
ま
す
。

　
幼
児
が
異
年
齢
集
団
の
中
で
社

会
性
や
、
基
本
的
な
牛
活
習
慣
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
家
庭
教

育
と
共
に
、
幼
稚
園
で
二
年
間
の

ゆ
と
り
か
痔
っ
た
反
復
指
導
を
内

容
と
す
る
保
育
か
充
実
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
四
歳
児
の
約
十
二
パ
ー

セ
ン
ト
が
家
庭
で
保
育
を
受
け
て

い
毒
了
が
、
こ
れ
ら
の
幼
児
に
就

園
夕
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
幼
児

教
育
の
振
興
が
可
能
に
な
り
、
市

立
幼
稚
園
の
集
団
保
育
か
効
果
的

に
す
る
と
共
に
、
定
員
太
定
率
を

高
め
、
公
費
の
効
率
化
が
図
れ
ま

す
。

　
以
上
の
点
か
ら
総
合
的
に
検
討

し
た
結
果
、
地
域
性
（
私
立
幼
稚

園
・
保
育
所
の
設
置
状
況
な
ど
）
、

全
市
的
な
バ
ラ
ン
ス
、
家
庭
で
保

育
芦
れ
て
い
る
四
歳
児
の
人
数
、

公
立
幼
稚
園
の
施
設
能
力
な
ど
を

考
λ
合
わ
せ
、
昭
和
六
十
二
年
四

月
か
ら
市
立
幼
稚
園
八
園
の
内
四

園
m
園
し
、
四
園
に
お
い
て
二

年
保
育
｀
朱
格
実
施
す
る
こ
と
に

2000人

公立幼稚園

２私立保育所-･－._.－･~･－ぶ
500人

505655
人数

な
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
負
担
の

　
　
　
　
格
差
是
正

　
現
在
、
本
市
で
は
私
立
幼
稚
園

児
に
対
し
て
、
幼
児
教
育
の
重
要

性
、
幼
稚
園
教
育
の
振
興
及
び
公

立
幼
稚
園
児
と
の
保
護
者
負
担
の

格
差
是
正
か
図
る
た
め
、
私
立
幼

稚
園
就
園
助
成
費
制
度
か
設
け
て

い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
度
の
助
成
費
補
助

金
は
、
総
額
で
九
千
二
百
七
申
五

万
九
千
円
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

所
得
状
況
に
応
じ
て
、
一
人
当
た

り
十
万
四
千
円
か
ら
二
万
円
（
四

歳
児
一
万
五
千
円
）
の
補
助
之
行

っ
て
い
毒
了
。

市内の私立幼稚園など一覧

園　　名 所　　在　　地 電　　話

大　　　　　谷 木幡御蔵山39－727 3 1－886 7

か　　お　　り 五ヶ庄戸ノ内50－18 3 1－5355

こ　ざ　く　ら 宇治里尻60－14 2 1－3931

小　　　　　倉 小倉町南堀JtlllO5 2 2－16 28

西　　小　　倉 伊勢田町遊田12－33 2 3－2 5 3 6

み　　の　　り 神明石塚65－13 43－1 1 78

広　　　　　野 広野町丸山９ 41－6 308

美加ノ原第2 大久保町平盛lO4－2 44－3 6 6 7

堀　　　　　池 小倉町南堀池22 23－4625

宇　　　　　治 小倉町中畑53 2 4－0.82 1

愛　　児　　園 宇治山本32 21－2896

　
引
屍
き
、
公
私
立
幼
稚
園
間

の
保
護
者
負
担
の
格
差
か
考
慮
し

な
が
ら
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

公
私
立
幼
稚
園
の
共
存

　
　
幼
稚
園
教
育
の
充
実
に
協
力

　
私
立
幼
稚
園
は
、
公
立
幼
稚
園

が
二
年
保
育
か
ら
一
年
保
育
に
変

わ
っ
た
昭
和
三
十
九
年
度
以
降
、

今
日
ま
で
二
年
保
育
（
三
年
保
育

を
含
む
）
を
推
進
し
な
が
ら
、
施

設
の
整
備
や
職
員
体
制
の
充
実
な

ど
、
本
市
の
幼
稚
園
教
育
の
振
興

に
努
力
を
芦
れ
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
之
膝
史
的
経
過
m

ま
え
今
後
共
、
公
私
立
幼
稚
園

が
協
力
し
蔵
本
市
の
幼
稚
園
教

育
を
振
興
・
充
実
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
。

　
公
私
立
幼
稚
園

　
連
絡
協
議
会

　
市
立
幼
稚
園
の
四
園
廃
園
と
二

年
保
育
の
本
格
実
施
に
よ
っ
て
、

公
私
立
幼
稚
園
間
で
調
整
を
要
す

る
問
題
が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、

公
私
立
幼
稚
園
連
絡
協
議
会
に
お

い
て
、
公
私
立
幼
稚
園
の
教
育
振

興
な
ど
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て

調
整
か
行
い
未
丁
。

　
私
立
幼
稚
園
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、
右
表
の
各
幼
稚
園
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

648

数
四
千
八
百
五
人
に
対
し
て
、
四

・
五
歳
児
総
数
は
三
千
二
百
十
人

　
（
保
育
所
入
所
四
・
五
歳
児
m

今後の5歳児推定数(各年５月１日現在)幼児数（5歳児）の推移

年　度 62 63 64 65 66.

人数(人) 2,0942,1602,017 1,9921,911

こぺ已 54 55 56 57 58 59 60 61

総数(人) 3,2693,1302,8862,6962,7282,5142,3902,267

公　立

幼稚園

人数1,069 982 782 679 597 458 401 330

比率 32.7 31.4 27.1 25.2 21.9 18.2 16.8 14.5

私　立
幼稚園

人数 1,5241,5171.4111,3741,4281,3921,3141,299

比率 46.6 48.5 48.9 51.0 52.3 55.3 55.0 57.3

公私立

保育所

人数 638 614 648 595 661 627 609 577

比率 19.5 19.6 22.4 22.0 24.3 24.9 25.5 25.5

その他
人数 38 17 45 48 42 37 66 61

比率 1.2 0.5 1.6 1.8 1.5 1.5 2.8 2.7

歳
児
の
人
数
、

1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

公
立
幼
稚
園
の
施
設
能
力
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
、

減
少
を
続
け
る
幼
児
人
口

　
本
市
は
、
昭
和
四
十
年
に
人
口

が
六
万
八
千
九
百
三
十
四
人
で
し

た
が
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
、
そ

の
約
二
・
二
倍
の
十
五
万
八
百
六

十
九
人
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
四
・
五
歳
児
は
、
第
二
次
ベ
ビ

ー
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
り
、
昭
和

五
十
四
年
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
総

数
至
〈
千
四
百
九
十
八
人
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
幼
児
人
口
は
、
人
口

増
加
比
率
の
低
下
や
少
子
化
（
一

家
族
の
子
ど
も
の
人
数
が
少
な

い
）
な
ど
で
減
少
を
続
け
、
昭
和

六
十
五
年
に
は
、
四
・
五
歳
児
で
、

約
四
干
入
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
に

比
べ
約
二
千
五
百
人
の
減
少
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

適
正
な
規
模
の
中
で
の

　
　
　
　
教
育
が
大
切

　
現
在
、
市
立
幼
稚
園
に
は
、
園

児
数
が
二
十
人
か
ら
三
十
人
位
で
、

　
一
ク
ラ
ス
に
か
な
い
幼
稚
園
が
四

一

園
晋
平
・

幼
稚
園
教
育
の
現
状
と
課
題
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11月２日総合福祉会館一帯で

み
ん
な
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

日月２'86宇治福祉まつりが、｜

－ ■ ■ － 番 －

宇治市総合福祉会館で開かれます。

----■■･･･-一響･-晶一個■個--･㎜■■■---一番･--･■■噛一晶---一番

　「みんなが住みよいまちづくり」

をテーマに、人と人との出合い、

民自らの創意の中で、豊かなまち

づくりを進めましょう。皆さんの

ご参加をお待ちしています。
　▲楽しい交流のひととき

('84すぷりんぐカーニバルで)

　
こ
れ
ま
で
福
祉
の
問
題
は
、
限

ら
れ
た
人
達
だ
け
の
も
の
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
し
か

し
、
地
域
福
祉
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
て
い
る
今
日
で
は
、
福
祉
問
題

を
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
’

　
　
「
み
ん
な
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
た
ち
が
一
つ
の
場
所

に
集
い
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

人
と
の
出
合
い
、
ふ
れ
あ
い
。
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
涙
・
写
合
う

こ
と
を
通
し
て
訪
日
へ
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

催
し
の
ご
案
内

第10回
　
ほ
子
・
父
子
家
庭
の
親
と
子
の

交
流
を
深
め
る
た
め
に
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
未
了
。

　
み
か
ん
狩
り
、
魚
釣
り
、
焼
い
も

な
ど
、
楽
し
い
計
画
を
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
１
１
月
1
6
日
㈲
（
雨
天

決
行
）
▼
行
き
先
・
・
山
城
多
賀
フ

ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
み
か
ん
狩
り
）
▼

宇治市戦没者追悼式

11月21 文化会館で

　
戦
没
者
の
霊
か
慰
め
、
恒
久

の
平
和
夕
祈
念
し
て
、
宇
治
市

戦
没
者
追
悼
式
（
無
宗
教
）
を

行
い
ま
す
。
遺
族
会
に
加
入
し

申し込みはがきの書き方

で
い
な
い
人
で
、
参
列
を
ご
希

望
の
人
は
、
は
が
き
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
遺
族
会
会
員

は
、
会
を
通
じ
て
一
括
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
2
1
日
倒
一
、
午

前
1
0
時
▼
と
こ
ろ
…
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
（
折
居
台
１
丁
目
）

▼
対
象
…
戦
没
者
の
妻
・
父
母
・

子
・
兄
弟
姉
妹
と
三
親
等
内
の

祭
把
（
さ
い
し
）
者
▼
申
し
込

み
・
：
は
が
き
で
。
書
式
に
従
い

必
要
事
項
を
記
入
し
、
1
0
月
2
8

日
脚
ま
で
に
福
祉
事
務
所
社
会

課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
▼

問
い
合
わ
せ
・
・
・
社
会
課
（
ａ
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　追悼式参列申し込み

参列者の住　　所

　　　　氏名(ふりがな)

　　　　生年月日

　　　　電話番号

戦没者の氏　　名

　　　　続　　柄

利用する交通機関

※市が連行するバス、自家

　用車。その他のいずれか

　を記入してください。

12月21日まで（月曜・祝日は休館）

午前９時～午後５時

入場料・大人200円　小･中生60円

　　　　（20人以上は団体割引あり）

歴史資料館（折居台１丁目S20－1311）

649

ン
パ
ー
を
楽
し
む
お
年
寄
り

対
象
・
：
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子

▼
参
加
料
…
親
一
人
・
子
ど
も
一

人
＝
六
百
円
、
テ
ジ
ヱ
人
増
９

二
百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
・
：
1
0
月
2
8
日
㈹
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
へ

▼
主
催
・
：
社
会
福
祉
協
議
会
▼
協

賛
…
連
合
母
子
会
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　歴史資料特別展

よみがえる古墳文化

ブラスバンド演奏

手作りコーナー

エアートランポリン

体験コーナー

ちびっこギネス

福祉電話

模擬店・野だて

ガレージセール

ぽ
ぼ
訃
報

治
地
区
支
会
・
宇
治
市
社
会
福
祉

共
同
募
金
を
お
願
い
し
た
チ
ラ
シ

の
中
で
、
宇
治
市
襲
惹
祉
協
議

会
の
電
話
番
号
が
⑩
5
6
5
9
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
⑩
5
6
5

0
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お

わ
び
し
ま
す
。

　
　
（
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
合

　十万年前には、現在の

日本列島にあたる地域で

人々が生活を営んでいま

した。かれらが使う石器

は粗雑なものから精巧な

ものへと発展し、槍先に

　　　　　1●う時″jで､･､なうぎ
使われた有舌尖頭器が現

われます。左の写真は石

目をよく読んで作られた

サヌカイト製の美器です。

ト
有
舌
尖
頭
器
（
井
手
町
上
井
手
遺
跡
・
中
坊
喜
治
氏
蔵
）

便
利
に
な
り
ま
す
！

西
小
倉
か
ら
市
役
所
・
太
陽
が
丘
へ

　
　
　
　
直
通
路
線
バ
ス

　
市
で
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
緑

ケ
原
～
太
陽
が
丘
間
の
直
通
路
線

バ
ス
を
試
行
運
転
し
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
路
線
は
、
緑
ケ
原
を

起
点
と
し
て
、
名
木
－
伊
勢
田
１

近
鉄
小
倉
１
小
倉
－
国
鉄
宇
治
駅

１
市
役
所
－
太
陽
が
丘
舎
賢
に

平
日
・
休
日
と
も
一
日
四
往
復
し

ま
す
。

　
主
な
バ
ス
停
留
所
で
の
時
刻
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
市
役
所
や
総
合
福
祉
会
館
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
太
陽
が
丘
な
ど
の

各
施
設
か
肴
効
に
利
用
し
て
頂
け

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
な
お
、
こ
の
バ
ス
路
線
は
、
こ

れ
ま
で
に
も
臨
時
に
迎
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
利
用
客
が
少
な
く

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
利
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

（緑ケ原一太陽が丘）バス時刻表（太陽が丘－緑ケ原）

太陽が丘市役所 近鉄小倉緑ヶ原

9:50 9:55 10: 03 10: 13

12: 12 12: 17 12: 25 12:35

14: 15 14: 20 14: 28 14: 38

16:55 17: 00 17: 08 17: 18

緑ヶ原 近鉄小倉 * a所 太陽が丘

9:05 9:15 9:23 9:28

10: 25 10: 35 10: 43 10: 48

12:45 12:55 13: 03 13: 08

14: 55 15: 05 15: 13 15: 18

11月１日
試行運転

'86宇治福祉まつり

交
通
災
害
・
火
災
共
済

予
約
受
け
付
け
中

詳
細
は
交
通
労
政
課
電
話
2
2
3
1
4
1
へ

親
と
子
の
つ
ど
い

　
参
加
者
を
募
集

総合福祉会館

在宅障害者

デイ・サービス

パッチワーク教

室など開講



　
　
こ
の
程
、
五
ヶ
庄
二
番
割
五
三

、
ノ
ー
に
「
黄
奘
ふ
れ
あ
い
公
園
」
運

　
動
場
（
約
三
千
九
十
二
平
方
肩
）
が

　
完
成
。
十
月
二
十
一
日
か
ら
使
用

　
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
公
園
は
、

　
回
避
の
コ
ツ
は

　
穏
や
か
な
人
間
関
係

　
ス
ト
レ
ス
に
は
、
色
々
な
型

が
あ
り
、
様
々
な
経
路
で
体
の

中
に
入
っ
て
来
ま
す
。

　
心
の
窓
と
言
わ
れ
る
目
や
耳

な
芦
か
ら
は
、
精
神
的
な
興
奮

・
不
安
・
恐
怖
・
不
快
感
な
ど

と
し
て
、
皮
陶
か
ら
は
気
候
（
気

温
）
の
変
化
の
感
受
や
痛
み
な

μ
と
し
て
体
に
伝
わ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み

黄
槃
公
園
の
南
側
に
位
置

市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
場
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に

広
く
ご
利
用
い
た
だ
ぐ
た
め
設
置

し
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

－

合
い
、
体
調
の
変
化
と
し
て
現

わ
れ
て
来
ま
す
。

　
高
血
圧
症
の
人
は
、
特
に
こ

の
様
な
色
々
な
ス
ト
レ
ス
を
出

来
る
だ
け
緩
和
す
る
か
、
避
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
感
情
と
し
て
生
じ

る
ス
ト
レ
ス
の
、
す
べ
て
を
避

高血圧症

け
る
こ
と
は
川
一
来
ま
せ
ん
。
テ

レ
ビ
や
観
劇
な
ど
受
動
的
な
興

奮
や
恐
怖
は
避
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
人
間
関
係
に
よ
っ

て
牛
Ｕ
る
ス
ト
レ
ス
（
不
安
・

恐
怖
・
不
快
な
ど
）
は
、
避
け

に
く
い
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対

処
し
て
い
く
に
は
、
自
己
中
心

場

▼
利
用
方
法

　
　
専
用
使
用
時
以
外
は
、
一
般

　
公
園
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

　
ま
す
。
専
用
使
用
の
場
合
は
、

　
有
料
で
す
。
料
金
は
、
１
時
間

Ｔ
臣
匡

　
に
付
き
五
百
円
。

▼
専
用
使
用
の
申
し
込
み

　
　
使
用
予
定
日
の
属
す
る
前
月

　
の
1
5
日
か
ら
３
日
前
ま
で
に
、
。

　
黄
奘
公
園
管
理
事
務
所
（
豊
⑩

お
知
ら
せ

　
花
づ
く
り
講
習
会

　
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ

う
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協
議
会

で
は
、
事
業
の
一
環
と
し
て
花
つ

く
り
講
習
心
一
を
開
き
ま
す
。
多
数

m
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
：
1
0
月
一
Ｊ
Ｊ
日

　
1
9
0
5
）
で
客
行
け
半
。

▼
利
用
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

▼
使
用
上
の
注
意

　
　
一
般
公
園
と
し
て
利
用
す
る

　
場
合
は
、
危
険
防
止
の
た
め
、

　
バ
″
卜
な
ど
の
使
用
や
ゴ
ル
フ

　
の
練
習
な
ど
は
禁
止
し
示
ｙ
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
黄
槃
公
園
管
理
事
務
所
（
豊

　
⑩
1
9
0
5
）
、
ま
た
は
市
民
体

　
育
課
（
Ｓ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
◇

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
４
日
脚
～
2
8
日

吻
ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、
い

ず
れ
も
午
後
７
時
半
か
ら
９
時
半

囲
＝
木
幡
公
民
館
、
2
9
日
出
―
宇

治
公
民
館
、
3
0
日
出
＝
小
倉
公
民

館
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
▼

対
象
・
・
・
市
民
▼
内
容
・
・
・
草
花
作
り

の
全
般
的
な
基
礎
知
識
と
、
秋
ま

政
章
花
の
育
て
方
▼
講
師
・
：
府
宇

治
農
業
改
良
普
刄
脚
技
師
、
和
泉

秀
明
さ
ん
。

　
参
加
者
全
員
に
、
プ
ラ
ン
タ
ー

と
花
の
種
夕
差
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

　
小
倉
公
民
館
菊
花
展

　
（
作
品
ｓ
募
集
）

　
▼
出
品
内
容
・
・
・
小
菊
盆
栽
、
懸

が
い
、
大
菊
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
・
・
‥
Ｈ
月
１
日
ま
で
に
小
倉

公
民
館
（
豊
⑩
4
6
8
7
）
へ
。

　
《
菊
花
展
の
日
程
》

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
８
日
Ｉ
９
日
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
９
日
は

午
後
４
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
・
：
小

准康に油断は禁物

国保半日人間ドック

受診者を募集

▼
と
こ
ろ
・
：
北
宇
治
中
学
校
▼
対

象
・
：
高
校
生
以
上
▼
定
員
・
・
・
3
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼

申
し
込
み
・
：
1
0
月
2
1
日
か
ら
電
話

で
市
民
体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
２
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
栄
治
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
基
本
ス
テ
ッ
プ
な

ど
▼
参
加
費
…
三
百
円
▼
持
参
品

・
・
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
ゴ
ム

底
の
靴
▼
申
し
込
み
・
・
当
日
、
直

接
会
場
へ
▼
問
優
Ｂ
せ
・
・
・
岡
村

光
芳
さ
ん
（
豊
⑩
4
3
4
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

倉
公
民
館
。
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
市
・
府
民
税
の
納
期

　
十
月
は
、
市
・
府
民
税
第
三
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
お
忘
れ
な
く
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
か
ら
お
納
め
を
。
（
納
税
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
一
…
一
月
2
2
日
團
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
か
多
小
学
校
低
学
年
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
糖
尿
病
教
室

　
▼
と
き
・
：
○
第
１
回
目
L
1
1
月

１
１
一
日
㈹
ｏ
第
２
回
目
＝
Ｈ
丹
1
8
日

叫
、
い
ず
れ
も
午
後
ｏ
堕
Ｔ
４

時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
▼
内

容
・
テ
ー
マ
・
：
糖
尿
病
の
話
、
糖

　
市
で
は
成
人
病
の
予
防
と
早
期

発
見
・
治
療
を
図
る
た
め
に
、
国

保
加
入
者
を
対
象
と
し
て
、
半
日

人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
料
補
助
制
度

か
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
今
年
度
受
診
者
定

員
に
は
、
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

受
診
を
ご
希
望
の
人
は
、
印
鑑
と

保
検
証
聚
持
参
の
上
、
保
険
年
金

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
・
・
検
診
当
日
に
次
の
４

項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
①
宇

お買物のめやす

消費者物価20（1

0月分）

　この公表価格は、10月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 平均価m
価格状況

敲高
mm

m

価格討il月比対ii年比

灯　　油
ISC店頭

l,os『　　％▲7.2 *20.?1,260"　　円900

18(配達 1,124▲8.8▲19.2 1,300 950

ガソリン
レギュラー1 ぐ現金
売り 118 ０A15.7 125 no

ティッシュ

　ペーノ々－

400 til入llfi

けりｷ･,ク又･スコ･yテＯ 153▲1.9 ０ 158 113

台所用
　　ラップ

サランラ･7プ
30ciiiX20m 217▲1.8▲3.1 240 123

アルミ
　　ホイル 25c≫X8m 165A 1.2 3.8 188 113

シャンプー 液体ポリ容器220CC
花モエッセンシヤル 230A 0.4 ０ 230 223

洗濯用
　扮?]"けん

2.4kg 848 0.4▲2.8 980 580

牛　　肉
すき焼用
中程.度100k 356 ０ 6.3 450 250

i'i さけ 切身100k 299▲4.5▲12.1 398 160

バレイショ 男爵loot' 22A12.0 ０ 39 12

キャベツ中玉約1ta 154 20.3 23.2 220 100

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 210 2.4▲8.3 238 178

食用油
日清サラダ油
ポり容if入lOOOg 489▲3.2／ 580 280

しよう油キッコーマン濃ロ
ポリ容器入1 a 251▲0.8／ 278 168

砂　　糖上自1kg 256 3.2Ａ 1.5 278 238

小友｀粉日清小麦粉フラワー
1I-K(薄力粉) 207 0.5A 1.9 218 158

インスタント
　コーヒー ネスカフェェクセラ

瓶入150 k 1,060▲0.3 0.91.150 950

み　　そタヶヤミソIks 353 1.1 7.≪398 313

* '｛ン
普通品1片

（スライスしたもの） 162▲1.8 0.6 180 130

洗iir代 ワイシャツ
白の長そで 162 0.6 3.8 250 120

▲印は減

650

尿
病
と
日
常
牟
吝
、
心
の
健
康
か

ら
見
た
糖
尿
病
、
糖
尿
病
と
食
事

▼
講
師
・
：
内
科
医
・
桜
井
英
雄
さ

ん
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
保
健
所
（

豊
＠
2
1
9
1
）
へ
電
話
刄

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

　
宇
治
・
城
陽
・
久
御
山

　
勤
労
者
囲
碁
大
会

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
９
日
旧
、
午
前

９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
▼
参
加
資
格
・
：
勤
労

者
ぶ
落
市
、
城
陽
市
、
久
御
山

町
に
在
住
か
勤
務
し
て
い
る
人
▼

参
加
費
・
・
・
千
二
百
円
▼
申
し
込
み

・
：
1
1
月
ｌ
ａ
出
、
午
前
中
ま
で
に

参
加
費
か
添
え
て
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
府
施
設
見
学
会

　
▼
と
き
：
1
1
月
1
2
日
出
、
午
前

９
時
１
午
後
４
時
5
0
分
▼
見
学
先

・
・
・
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
消
潔

咬
↓
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
↓
浄
瑠

治
市
国
保
に
継
続
し
て
１
年
以
上

加
入
の
人
②
4
0
歳
以
上
6
5
歳
禾
満

の
人
③
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い

な
い
人
④
昭
和
6
0
年
９
月
か
ら
6
1

年
３
月
の
間
に
、
こ
の
制
度
が
莉

用
し
て
い
な
い
人
▼
検
診
日
・
：
6
2

年
３
月
末
日
ま
で
の
希
望
日
（
た

だ
し
調
整
ず
る
場
合
も
あ
り
未
了
）

▼
費
用
・
：
検
診
料
の
７
割
を
補
助
。

自
己
負
担
額
は
、
男
子
一
万
一
千

四
百
円
、
女
子
一
万
二
千
三
百
円

▼
実
施
病
院
・
・
・
京
都
第
一
赤
十
字

璃
寺
↓
山
城
郷
土
資
料
館
▼
対
象

・
・
・
宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町

に
在
庄
す
る
二
十
歳
以
上
の
人
▼

定
員
・
・
・
5
0
人
▼
申
し
込
み
…
往
復

は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
牢
治

地
方
振
興
局
（
〒
6
1
1
宇
治
若
森
７

１
６
）
へ
。
1
0
月
2
7
日
側
の
消
印

有
効
▼
問
Ｋ
Ｂ
せ
・
・
・
宏
掘
方

振
興
局
総
務
課
（
豊
⑩
２
６
１
）

へ
。
　
　
（
宇
治
地
方
振
興
局
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
昭
和
六
十
一
年
度
第
三
次
自
衛

官
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
▼
５
募
資
格
・
：
採
用
予
定
月
の

１
日
現
在
で
、
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未

満
の
日
本
国
籍
敬
有
す
る
男
子
。

自
衛
隊
法
第
3
8
条
に
定
め
る
欠
格

事
項
に
該
当
に
鮭
い
人
▼
問
い
合

む
せ
・
・
・
宇
治
募
集
事
務
所
（
豊
⑩

7
1
3
9
）
ま
た
は
、
市
役
所
企

画
管
理
部
総
務
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

病
院
。

　
六
十
年
度
の
受
診
結
果
で
は
、

総
受
診
者
の
七
七
％
の
人
に
何
ら

か
の
異
常
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
内

二
十
人
は
要
治
療
で
し
た
。
日
常

牟
吝
の
中
で
見
逃
し
吊
す
い
健
康

の
異
常
サ
イ
ン
。
油
断
は
禁
物
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
半
日
人
間
ト

ヨ
タ
か
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
ぐ
は
、
保
険
年
金
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
七
Ｂ

せ
く
だ
さ
い
。
（
保
険
年
金
課
）

取
り
払
い
、
周

　
　
　

り
の
人
々
と
声

調
し
、
隠
や
か

な
関
係
を
作
ご

て
い
く
よ
ｙ
？
包

掛
け
る
こ
と
幌

し
ょ
う
。

血
圧
に
大
敵
の
ス
ト
レ
ス

　
ま
た
、
気
温
の
変
化
は
血
圧

変
動
か
起
こ
し
や
す
く
、
冬
期

の
夜
間
の
排
尿
や
飲
酒
後
の
外

出
な
ど
、
寒
い
時
期
に
は
保
温

に
気
か
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
、
便
秘
や
排
尿
を
辛
抱

す
る
こ
と
、
不
眠
、
夜
ふ
か
し

な
ど
も
体
調
か
崩
す
原
因
と
な

り
ま
す
。
反
対

に
急
激
な
大
量

の
排
便
・
排
尿

は
、
腹
圧
の
変

化
や
体
温
喪
失

欠
起
こ
し
、
血
圧
の
変
動
を
大

守
ｙ
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
体
調
の
不

順
が
あ
れ
ば
、
早
目
に
主
治
医

に
相
談
を
Ｌ
蚤
し
ょ
う
。
ま
た
、

自
分
の
体
調
に
自
信
か
痔
つ
こ

と
れ
夭
切
な
こ
と
で
す
。

（
市
健
辰
つ
く
り
推
進
協
議
会
）

黄檗ふれあい公園運動場　

10月21日から使用開始

健康づくり

入門

読書は永遠のニューメディア

　集まれ！

おはなし広場へ 講

演

会

読書習慣記念行事

中央図書館（電話201511）

図書の展示

小説にみる群像たちの世界

10月28日～11月29日

中央図書館開架室
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